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平
成
２
７
年
度
開
山
の
儀 

那
須
剣
ヶ
峰 黒

羽
山
の
会 

 

 

（
平
成
２
７
年
度
開
山
の
儀 

コ
ン
パ
準
備
） 

４
月
１
１
日(
土) 

黒
羽
支
所
２
階
調
理
室
午
前
１
０
時
か
ら

１
２
時
少
々
ま
で
調
理
作
業
に
携
わ
る
。
例
年
の
如
く
開
山
の
儀
の

メ
イ
ン
デ
ッ
シ
ュ
作
り
で
あ
る
。
今
回
は
、
け
ん
ち
ん
汁
と
言
う
事

に
な
り
ま
し
た
。
当
日
、
都
合
の
つ
く
佐
藤
・
金
丸
・
頼
高
さ
ん
と

植
竹
が
集
合
、
作
業
に
入
る
。
「
細
か
く
す
る
と
崩
れ
る
か
ら
細
か

く
切
ら
ず
に
大
き
め
に
し
ょ
う
」
と
の
意
見
か
ら
今
回
の
具
は
び
っ

く
り
し
た
人
も
い
た
で
し
ょ
う
か
。
味
を
確
認
し
な
が
ら
人
数
分
の

容
量
に
す
る
。
最
後
に
皆
で
味
見
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。
ご
苦
労

様
で
し
た
。
な
お
、
伊
藤
さ
ん
か
ら
サ
ト
イ
モ
の
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 
 

（
記 
植
竹
会
長
） 

         

４
日
前
に
は
雪
も
降
り
、
な
か
な 

か
春
ら
し
い
晴
れ
間
の
無
か
っ
た 

４
月
だ
っ
た
が
、
平
成
２
７
年
度
開 

山
の
儀
が
行
わ
れ
た
４
月
１
２
日 

（
日
）
は
、
こ
れ
以
上
の
無
い
晴
天 

に
恵
ま
れ
た
。 

午
前
７
時
、
黒
羽
支
所
に
集
合
、 

１
３
名
が
３
台
に
分
乗
し
、
桜
満
開 

の
晴
天
の
下
、
那
須
を
目
指
し
た
。 

途
中
、
大
丸
駐
車
場
で
ト
イ
レ
に
寄 

り
、
予
定
通
り
８
時
に
峠
の
茶
屋
県 

営
駐
車
場
に
到
着
、
こ
こ
で
２
名
合 

流
し
、
計
１
５
名
で
の
山
行
と
な
っ 

          

 
なぜか嬉しそうな会長 

 
 毎年ありがとうございま～す  

 
試食タイム 「うんま～い！」 

 

 
鳥居の前で「はい、ポーズ！」今年は狛犬見えず 
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た
。
那
須
も
天
気
は 

快 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

晴
、
植
竹
会
長
の
あ 

い 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
つ
の
後
、
海
津
Ｃ 

Ｌ
を
先
頭
に
出
発
。 

登
山
届
を
出
し
、
鳥 

居
の
前
で
恒
例
の 

記
念
撮
影
。
雪
道
を 

し
ば
ら
く
登
り
、
森 

林
限
界
を
過
ぎ
る
と
雪
は
無
く
な
り
、
間
も
な
く
中
の
茶
屋
に
到
着
。 

衣
類
調
整
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
向
か
う
剣
ヶ
峰
を
望
み
な
が
ら
し
ば 

し
休
憩
。 

中
の
茶
屋
か
ら
一
つ 

目
の
雪
渓
で
２
組
に
分 

か
れ
、
２
名
は
夏
道
へ
、 

１
３
名
は
ア
イ
ゼ
ン
を 

装
着
し
雪
渓
を
本
谷
に 

降
り
た
後
、
大
雪
渓
を 

登
る
ル
ー
ト
と
な
っ
た
。 

再
び
大
雪
渓
の
ト
ラ
バ 

ー
ス
で
合
流
し
、
更
に 

男
性
６
名
は
剣
ヶ
峰
へ 

向
か
っ
て
雪
渓
を
直
登 

し
た
。
こ
こ
の
勾
配
は 

                       

 

海津 CL を先頭に峰の茶屋を出発 

 
中の茶屋付近を行く会員たち 朝日岳が美しい 

 
アイゼン、ピッケル、 

ヘルメット。完全装備です。 

後方は茶臼岳。 

 
うわぁ～大雪渓！ 

 今日も元気な佐藤さん！！  
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き
つ
く
、
最
後
ま
で
気
の
抜
け
な
い
登
り
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
０
時
３
０
分
、
全 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

員
剣
ヶ
峰
に
到
着
し
、 

開 
 

 
 

 
 

 
 

 

開
山
の
儀
が
始
ま
る
。 

修 
 

 
 

 
 

 
 

 

修
祓
の
儀
、
祝
詞
奏
上 

の 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
儀
、
お
神
酒
頂
戴
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

儀
を
行
い
、
今
年
度
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
行
の
安
全
を
皆
で 

祈 
 

 
 

 
 

 
 

 

祈
っ
た
。
こ
こ
で
大
野 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
ん
か
ら
の
差
し
入

れ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
、
松
月
の
薯
蕷
（
じ 

ょ 
 

 
 

 
ょ
う
よ
）
饅
頭
を
頂
く
。 

大
野
さ
ん
、
ご
ち
そ
う 

さ
ま
で
し
た
。
剣
ヶ
峰 

  

頂
上
は
風
も
な
く
快
晴
、
見
渡
す 

限
り
の
眺
め
と
な
れ
ば
藤
田
先
生 

の
山
座
同
定
で
あ
る
。
那
須
朝
日 

岳
か
ら
始
ま
り
高
原
山
ま
で
、
会 

津
、
塩
原
、
日
光
の
山
々
を
堪
能 

し
た
と
こ
ろ
で
、
伊
藤
さ
ん
の
オ 

カ
リ
ナ
演
奏
が
始
ま
る
。
雪
山
賛 

             

歌
、
ふ
る
さ
と
、
お
ぼ
ろ
月
夜
の
３
曲
を
皆
で
歌
い
下
山
開
始
と
な

っ
た
。
剣
ヶ
峰
か
ら
の
下
り
は
足
場
が
悪
く
と
て
も
歩
き
づ
ら
い
。

安
全
確
保
の
た
め
ザ
イ
ル
も
利
用
し
、
無
事
登
山
道
ま
で
下
り
る
。

そ
の
先
の
大
雪
渓
、
小
雪
渓
も
ザ
イ
ル
で
確
保
し
な
が
ら
ト
ラ
バ
ー

ス
、
時
間
は
少
し
か
か
っ
た
が
、
皆
安
全
に
峰
の
茶
屋
ま
で
到
着
し

た
。
こ
こ
で
丁
度
１
２
時
、
前
日
に
仕
込
ん
で
い
た
だ
い
た
け
ん
ち

ん
汁
が
駐
車
場
で
待
っ
て
い
る
た
め
、
皆
大
急
ぎ
で
下
山
。
植
竹
さ

ん
、
鐘
ヶ
江
さ
ん
は
更
に
先
行
し
て
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
。
雪
道

を
滑
る
よ
う
に
下
山
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
峠
の
茶
屋
駐
車
場
に
到

着
、
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
を
お
な
か
一
杯
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
鍋
も

 

剣ヶ峰（1,799m）山頂にて 

 

祝詞奏上の儀 

 

藤田名誉会長による山座同定 

 
先生の眺めるその先は・・・・こんな光景でした。 
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空
っ
ぽ
に
な
る
く
ら
い
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
前
日
準
備
し
て
い
た

だ
い
た
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
大
丸
ガ
ー
デ

ン
で
ビ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ア
イ
ス
、
お
茶
で
し
ば
し
休
憩
、
解
散

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
黒
羽
へ
の
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
記 

荒
木
宏
文
） 

 

   

  

けんちん饂飩御馳走様でした。 

○コースタイム 

 黒羽支所＝峠の茶屋 P－登山指導所－中の茶屋－沢分岐－ 

  07:00  08:00～15   08:30    08:53     09:15    

 大雪渓登はん開始－剣が峰頂上－峰の茶屋－   

09:30       10:30～11:00  １2:00 

峠の茶屋 P（コンパ）－大丸ガーデン－黒羽支所 

   12:40～13:20      13:35～14:05   15:10 

○と き 平成 27 年 4 月 12 日（日） 

○ところ 那須剣が峰（1,799ｍ） 

○てんき ピーカンの晴れ、無風 

○参加者 海津（CL）、植竹（SL）、伊藤秀（記録）、荒木（報

告書）、佐藤（会計）、伊藤文（撮影）、市村、薄井、

大金、鐘ヶ江、金丸、坂本、藤田、辺見、頼高 

○あ し 荒木車、伊藤車、植竹車 

○おあじ 黒羽山の会特製けんちん汁＋各自 

○おあし 1,000 円 

 


